
比良比叡トレイル④ 2021.9.15 

 

 今回、打見山～金糞峠までのトレイルは体力を考え、入山、下山にタクシー・ロープウェ

イ使用。その為、逆コースをとりました。 

昔歩いた記憶では青ガレはもっとガレ場で、金糞峠から堂満岳の稜線の東側もアルプス的

な雰囲気だったのですが、どちらも、木々が茂り、様相が変わっていました。 

南比良峠はシダが生い茂り、振り返ると下りてきた堂満が見え、深谷コースの上り詰めた

ところには鮮やかな青紫のトリカブトが咲き、ゆったりとしたところで、休憩にもってこい

の場所です。 

荒川峠から 10 分ほど行くと、石を抱き、弱った株元から枝分かれし、3 本の太い幹とな

って、立っているブナの古木に出会いました。見惚れてしまいます。烏谷岳からは、コヤマ

ノ岳や武奈ｹ岳が見え、眺望抜群でした。 

比良岳はコースから少し離れていますが比良山系の名前を冠した山なので、立ち寄ること

にしました。広くゆったりとした山頂です。ここでもブナが大きく枝を広げ、どっしりと立

っていました。木戸峠手前は、なだらかで踏み跡が不明瞭。反対コースをとった場合、注意

を要するところです。 

堂満から木戸峠までのコースは、穏やかなコースですが、下りになるとやはり、足に堪え

ました。最後の木戸峠から打見山の登りは足取り重く山頂駅に着いた時は、ほっとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イン谷口キャンプ場 9:22 

大山口    9:36 

青ガレ手前   10:13 

金糞峠     10:56 

堂満岳  11:50～⒓:15 

南比良峠    ⒓:47 

荒川峠     13:12 

烏谷山  13:50～14:13 

比良岳     14:51 

木戸峠     15:34 

打見山     15:54 

 

距離      8・4km 

総時間     6 時間 32 分 

休憩時間    1 時間 34 分 

参加者    3 名 



 

 

 

 

 

 

 

イン谷・キャンプ場横から出発   青ガレ手前最後の堰堤で一休み 

 

 

 

 

 

  

  

 

青ガレを登る 

 

 

 

   

 

 

 

 

       金糞峠                オヤマノリンドウ 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 堂満岳・周りはシャクナゲの木がたくさん       南比良峠 



 

 

 

 

 

 

 

 

南比良峠のトリカブト            南比良峠からの堂満岳 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

         荒川峠                          

 

   石を抱いた 3本の幹立のブナの古木 ⇨ 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

     烏谷山山頂               烏谷山～武奈ｹ岳を望む 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ここは比良岳山頂ではない             比良岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      昔の人たちを癒したであろう木戸峠の 
                       お地蔵さん 

 

 

 

 

 

比良岳のブナ              打見山頂駅 

 

 平日の比良比叡トレイルはバスが無くて、コース決めに苦労します。次回は実際のコース

八雲が原経由・武奈ｹ岳ではなく、少し、時間が短いコヤマノ岳から武奈ｹ岳・釣瓶を目指し

黒谷に下りる予定です。急がず、体力に見合ったコースで、山の景色を楽しみながら歩いて

います。                         （記・Sasaki） 


